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一

華
嚴
教
学

の
思
想
的
系
譜

石

橋

真

誡

は
じ
め
に

華
嚴
教
学

の
根
本
的
課
題
は
、
華
嚴
経
を
以
て
中
観
と
唯
識
と
を
止

揚
し
た
第
三
の
立
場
、
即
ち
性
相
融
会
の
上
に
、

一
宗
の
教
理
大
系
を

大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
華
嚴
思
想
と
、
そ
の
教
学

の
体

系
が
成
立
し
た
根
檬
を
ど
こ
に
求
め
得
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
仏
教
思
想
史
に
於
て
、

つ
ね
に
問

い
継
が
れ
て
き
た
課
題

は
、

の
イ
ン
ド
仏
典
の
漢
字
、漢
語
化
の
的
確
性

口
漢
語
仏
典

の
理
解
と
、

イ
ン
ド
仏
教
思
想
の
中
国
的
理
解

日
仏
典
の
成
立
次
第
と
そ
の
考
讃

四
最
後

に
中
国
仏
教
学

の
体
系
化
で
あ

っ
た
。

仏
典

の
漢
課
は
、
西
暦
二
世
紀

の
半
ば
ご
ろ
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
以

後
、
多

く
の
イ
ン
ド
仏
典

の
伝
承
と
、
受
容
と
、
そ
の
翻
訳
は
久
し
き

に
わ
た

っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
格
義
仏
教
時
代
に
移
り
変

わ
っ
て
華
嚴
教
学
の
伝
承
は
、
初
祖
杜
順
か
ら
智
假
、
法
蔵

澄
観

宗
密

へ
と
系
譜

の
上
に
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
法
蔵

の
華
嚴

の
思
想
形
成

は
、
先
学
新
羅
の
義
湘
に
あ
て
た

尺
憤

「寄
海
」
に
次
の
ご
と
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

再
転
法
輪

令
法
久
住

其
惟
法
師
　

法
蔵
進
趣
無
成

周
旋
寡
況

仰

念
藪
典

椀
荷
先
師

随
分
受
持

不
能
捨
離

希
懸
此
業

用
結
束
固

但
以
和
南

義
豊
文
簡

致
令
後
人
多
難
趣
人

是
以
具
録
和
尚
微
言
妙
旨

　
　

　

勤
成
義
記

と
、
そ
れ
惟
が
法
師
あ
る
の
み
な
る
こ
と
を
、
さ
ら
に
、
法
蔵
の
華
嚴

思
想
は
智
撮
の
伝
承
な
く
し
て
は
あ
り
得
な

い
こ
と
を
の
べ
て
、
彼
は

先
師

(智
撮
)
に
対
し
て
憶
荷
す
と
報
恩
の
誠

を
も
っ
て
語
っ
て
い
る
。

こ
の
希
世
の
名
蹟
は
、
現
在
、
天
理
大
学
図
書
館
に
蔵
す
る
所
謂

「寄

新
羅
義
湘
法
師
書
」
の

一
文
で
あ
る
が
、
次

に
探
玄
記
巻

一
に

又
法
蔵
於
文
明
元
年
中
、
幸
遇
中
天
竺
三
蔵
法
師
地
婆
詞
羅

唐
言
日
照
於

京
西
太
原
寺
翻
課
経
論

(中
略
)

一
名
戒
賢
二
稻
智
光

並
神
解
超
倫

と
、
法
蔵
に
と
っ
て
、
文
明
元
年

西
太
原
寺
に
於
け
る
地
婆
詞
羅

と
の
出
遇

(六
八
四
)
は
、
の
ち
法
蔵

の
思
想
的
立
場
を
決
定
的
な
も

の
と
し
た
。
即
ち
地
婆
詞
羅
に
よ
っ
て
傳
え
ら
れ
た
那
蘭
陀
寺
で
の
戒

賢
と
智
光
の
思
想
的
出
会
は
、
そ
の
後
、
法
蔵

の
華
嚴
思
想
に
大
き
な
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二

影
響
を
與
え
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
法
蔵

の
華
嚴
思
想
と
、
そ
の
教
学
が
こ
れ
ら
の
人
々
の
思
想

を
背
景
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
形
成
し
、
展
開
す
る
か
を
考
察
し
て
み

た
い
。二

、
華
嚴

の
思
想
的
結
構

華
嚴
法
蔵
は
自
ら
の
思
想
的
立
場
を
、
別
教

一
乗
と
し
、
そ
こ
か
ら

全
仏
教

の
思
想
を
組
織
体
系
づ
け
た
。
勿
論
、
法
蔵
の
み
で
な
く
、
南

北
朝
以
来
、
仏
教
教
学

の
形
成
と
教
団
の
確
立
の
た
め
に
中
国
の
祖
師

た
ち
は
こ
と
の
外
、
全
仏
教
の
整
理
と
、
新
た
な
組
織
体
系
化
に
意
を

用

い
た

の
で
あ
つ
た
。
特

に
階
唐
以
後
の
仏
教
教
団
の
成
立
条
件
と
し

て
教
判
が
重
要
視
さ
れ
、
教
団
の
権
威
は

一
に
か
か
つ
て
教
判
論
の
整

備
に
あ

つ
た
。
特
に
中
国
仏
教
に
於
け
る
教
判
の
展
開
は
、
古
く
は
浄

影
寺
の
慧
遠
に
よ
つ
て
、
は
じ
め
ら
れ
、
或
は
三
論
の
吉
蔵
、
法
相

の

窺
基
、
天
台

の
智
顕
、
華
嚴
の
法
蔵
、
或
は
、
浄
法
寺
の
慧
苑
、
清
涼

大
師
澄
観
等
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
教
判
が
成
立
し
た
の
で
あ
つ

た
。
特

に
こ
れ
ら
教
判
論

の
中
で
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
天
台
の

五
時
八
教

と
、
華
嚴

の
五
教
十
宗
判
で
あ
る
。

こ
こ
に
中
国
仏
教
に
於
け
る
華
嚴
の
形
成
を
、
法
蔵

の
教
判
を
中
心

に
し
て
、
の
華
嚴
教
観
を
述
べ
て
仏
教
史
観
を
展
開
し
た
初
祖
杜
順
は

じ
め
、
口
教
判
論
の
展
開
す
る
過
程
に
あ
っ
て
、
天
台
の
教
判
、
法
相

の
教
判

の
相
互
関
係
、日
或
は
日
照
三
蔵
の
伝
え
た
印
度
仏
教

の
伝
来
、

四
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
教
判
論
よ
り
、
実
践
仏
教
の
体
系
が
い
か
に

中
国
華
嚴
教
学
に
展
開
し
て
い
く
か
を
論
述

し
て
み
た
い
。

華
嚴
思
想
史
に
於
て
は
じ
め
て
教
判
を
問
題
と
し
た
の
は
、
杜
順
の

五
教
止
観
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
学
者
に
よ
つ
て
は
杜
順

の

　3
　

著
述
で
あ
る
こ
と
が
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
。
従

つ
て
、
も
し
杜
順
に
於

て
教
判
思
想
を
求
め
る
な
ら
ぼ
、
法
界
観
門
、

一
乗
十
玄
門
に
求
め
ら

れ
る
。

し
か
し
、
法
界
観
門
は
、

一
真
空
観
、
二
理
事
無
磯
観
、
三
周
遍
含

容
観
の
三
重
の
観
門
を
説
い
て
い
る
の
で
あ

つ
て
、
直
接
的
に
は
、
教

判
を
説
い
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
華
嚴
経

の

観
行
的
理
解
と
し
て
の
法
界
観
は
、
す
で
に
真
諦

の
教
判
思
想
や
、
達

磨
笈
多
の
四
諦
、
無
相
、
法
相
、
観
行
の
四
教
判
に
通
じ
る
と
こ
ろ
で

　　
　

あ
っ
て
、教
判
思
想
の
源
を
何
処
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た

一
乗
十
玄
門
は
通
相
、
別
相
、
ま
た
別
教
通
相
と
述
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
が
、
そ
の
ま
ま
同
別
二
教
判
に
、
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
、
二
祖
智
假

の
同
別

二
教
判

の
淵
源
を
求

め
て
み
た
い
。

ま
ず
、

一
乗
十
玄
門
に

教
即
是
通
相
別
相
三
乗
五
乗
之
教

即
以
別
教
以
論
別
義

所
以
得
理
而
忘

　
　
　

教

若
人
此
通
宗
而
教
即
義
以
同
時
相
応
故
也

と
、
そ
の
通
別
の
意
義
は
、
同
別
の
意
味
と
は
異
な
っ
た
立
場
で
あ
る

が
、
逆
に
通
宗
の
立
場
が
同
教
的
で
あ
り
、
別
教
は
三
乗
的
立
場
に
立

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
於
て
華
嚴
教

の
教
判
論
は
、
そ
の
教
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三

学
的
組
織

の
面
か
ら
考
え
て
二
祖
智
撮
に
於
て
す
で
に
成
立
し
て
い
た

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
彼

の
教
判
論
は
の
ち
法
蔵
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く

の
で
あ

る
が
、
そ
の
、
源
は
地
論

の
教
判
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
華
嚴
に

於
て
展
開
す
る
た
め
に
は
、
頓
教
を
三
乗

の
立
場
に
し
て
、
円
教
を

一

乗
の
立
場
と
す
る
。
所
謂
維
摩
経
を
も
っ
て
頓
教
、
法
華
経
を
も
っ
て

円
教
、
華
嚴
経
を
も
っ
て
教
判
的
立
場
と
す
る
。
こ
こ
に
三
乗
に
対
し

て

一
乗
を
立
て
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
華
嚴
経

の
理
解
は
円
教
的
意

味
に
於

て
三
乗
に
従

い
、

こ
れ
に
同
ず
る
意
味
に
理
解
さ
れ
る
が
、
円

教
と
し

て

一
乗
の
立
場
を
立
て
る
た
め
に
は
、
あ
く
ま
で
別
教

の
意
味

を
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
於
て
華
嚴

の
教
判

論
と
し
て
、
こ
れ
を
論
理
的
に
説
明
す
る
の
は
、

の
ち
法
蔵
に
待
た
ね

ば
な
ら

な
い
。
法
蔵
に
よ
れ
ば
、
教
判
論

の
根
本
的
課
題
は
三
乗

に
於

け
る
始
終
頓

の
分
離
を

一
乗
に
於
け
る
同
別

二
教

の
組
織
体
系
化

に

あ
つ
た
。
前
者
は
、
智
撮
に
あ

っ
て
は
維
摩
経
に
よ
っ
て
理
解

さ
れ
、

法
蔵
は

こ
れ
に
起
信
論
を
も
つ
て
解
し
た
。
智
撮
に
於
て
は

一
乗
教
に

対
す
る
問
題
は
頓
円

の
分
離
に
よ
る
上
で
の
華
嚴
経

の
理
解

に
あ
っ
た

が
、
法
蔵
は
始
終
の
批
判
と
綜
合
と
が
そ
の
中
心
的
課
題

で
あ

っ
た
。

か
か
る
課
題

の
も
と
に
生
ま
れ
た
華
嚴
教
判
が
所
謂
、
法
蔵

の
五
教
十

宗
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
そ
の
判
じ
ら
れ
た

一
は
別
教

一
乗

で
あ
り
、

そ
の
一
つ
は
十
宗

の
第
十
圓
明
具
徳
宗
で
あ
る
。
い
ま
法
蔵

に
於
け
る

五
教
判

の
系
譜
は
智
撮
よ
り
継
承
し
、
十
宗
は
法
相
よ
り
受
け
て
、
教

判
の
組
織
を
よ
り
厳
密
に
体
系
づ
け
た
の
で
あ
る
。
即
ち
十
宗
の
組
織

は
、
第
七
宗
ま
で
を
慈
恩
大
師
の
法
華
玄
賛

の
八
宗
に
も
と
づ
き
、
以

後
第
八
真
徳
不
空
宗
は
如
来
蔵

の
立
場
、
第
九
相
想
倶
絶
宗
は
頓
教
と

し
て
維
摩
経
に
第
十
円
明
具
徳
宗
を
華
嚴
経

の
立
場
に
於
て
判
じ
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
五
教
十
宗
に
対
し
、
法
蔵
は
さ
ら
に
仏
教
教

　
　
　

学
の
体
系
を
四
宗
に
わ
け
て
、

一
随
相
法
執
宗

二
真
空
無
相
宗

三

唯
識
法
相
宗

四
如
来
蔵
縁
起
宗
の
名
構
を
あ
た
え
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
が
四
宗
は
第

一
小
乗
諸
師

の
所
立
、
第

二
は
龍
樹
提
婆
の
所
立
、

第
三
は
無
着

・
世
親
の
所
立
、
第
四
は
馬
鳴

・
竪
慧
の
所
立
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
う
ち
無
着

・
世
親
の
立
場
は
、
如
来
蔵
縁
起
思
想
と
異
な

り
、
理
に
よ
っ
て
事
の
差
別
を
問
題
と
し
て
、
起
信
論

の
如
く
理
事
融

通
無
磯
を
説
く
か
、
説
か
な
い
か
に
よ
っ
て
、
始
教
か
、
終
教
か
の
教

　
　
　

判
の
基
準
を
定
め
た
。
こ
れ
は
の
ち
彼

の
著
、
入
樗
伽
心
玄
義
に
於

て

一
有
相
宗

二
無
相
宗

三
法
相
宗

四
実
相
宗
と
全
仏
教
を
区
分
し

た
。
で
は
、
法
蔵

に
と
つ
て
五
教
判
の
上
に
何
故
に
さ
ら
に
四
宗
判
を

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
、
仏
教

の
根
本
的
立
場
に
立

つ
如

来
蔵
縁
起
思
想
に

つ
い
て
、
起
信
論
義
記
に

四
則
理
事
融
通
無
擬
説
以
此
宗
許
如
来
蔵
縁
成
阿
頼
則
識
此
則
理
徹
於
事
也

　
　
　

亦
依
地
縁
起
無
性
同
如
此
則
事
徹
於
理
也

と

、

ま

た

入

樗
伽

心

玄

義

に
、

四
実
相
宗
会
前
後
所
立
法
相
莫
不
皆
依
如
来
蔵
縁
起
稔
實
顯
現
如
金
作
嚴
具

　
　
　

如
此
榜
伽
及
密
嚴
経
等
起
信
寳
性
論
説

と
、
阿
頼
耶
識
が
如
来
蔵

の

一
心
に
よ
つ
て
融
会
さ
れ
る
と
い
う
。
か
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四

か
る
如
来
蔵
縁
起
思
想
を
基
盤
と
し
て
、
法
蔵
は
彼
独
自
の
華
嚴
思
想

体
系
を
大
成
し
た
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
法
蔵
に
於
て

思
想
的
に
重
要
な
問
題
は
、
般
若

の
立
場
を
離
れ
な
い
で
積
極
的
に
理

と
、
即
ち
法
身
を
、
衆
生
身

の
同

一
性
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
で
あ
っ

た
か
、
法
蔵
に
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
仏
教
全
体
を
見
渡
す
根
本
的
立

場
を
与
え
た
も
の
は
起
信
論
等
の
如
来
蔵
縁
起
思
想

の
立
場
で
あ
る
。

故
に
彼

に
と
っ
て
起
信
論
は
根
本
的
な
依
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
彼
の
独
自
な
教
学
と
し
て
の
四
宗
教
判
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
る
に
法
蔵
に
と
っ
て
、
如
来
蔵
縁
起
思
想
を
自
ら
の
立
場
と
す
る
契

機
を
与
え
た
の
は
地
婆
詞
羅
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
戒
賢

・
智
光
の
教

判
論
批

判
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
戒
賢
の
解
深
密
経
の
思

想
的
立
場
に
対
し
て
、
智
光
の
大
乗
妙
智
経
の
思
想
的
立
場
は
、
相
互

に
相
対
立
す
る
立
場
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
如
来
蔵
縁
起
思
想
の
立
場
か

ら
綜
合

し
、
そ
こ
に
法
蔵
は
自
ら
の
思
想
的
立
場
と
し
た
の
が
四
宗
判

な
の
で
あ
る
。

如
来
蔵
思
想
が
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
仏
陀
践
陀
羅

(三
五
九

ー
四
二
九
)
、
並
び
に
曇
無
識

(三
五
八
-
四
三
三
)
等

の
経
典
翻
鐸
か

ら
は
じ
ま
り
、
こ
れ
が
組
織
的
に
受
容
さ
れ
体
系
化
さ
れ
た
の
は
、
南

北
朝
の
末
、
真
諦

(四
九
九
ー
五
六
九
)
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
後
地
論

・
撮
論
系
の
祖
師
に
よ
つ
て
研
究
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
し

か
し
、
さ
ら
に
如
来
蔵
思
想
と
し
て
、
自
ら

の
教
学
体
系
内
に
組
織
づ

け
ら
れ
た
の
は
、
浄
影
寺
慧
遠
を
も
っ
て
は
じ
め
と
す
る
。
そ
の
の
ち

華
嚴

の
法
蔵
は
、
慧
遠

の
学
説
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
特
に
如
来

蔵
縁
起
を
、
彼
は
華
嚴
教
学
の
教
理
的
根
底
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
つ

た
。
即
ち
法
蔵
は
彼

の
所
謂
、
教
判
論
に
於

て
、
唯
誡
法
相
を
大
乗
始

教
と
し
、
如
来
蔵
縁
起
を
も

っ
て
大
乗
終
教
を
な
し
た
こ
と
は
、
彼
が

い
か
に
如
来
蔵
思
想
を
重
要
視
し
た
か
を
物
語

つ
て
い
る
。
で
は
彼

の

問
題
と
し
た
如
来
蔵
縁
起
は
、
い
か
に
成
立
し
、
展
開
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
如
来
蔵
思
想
が
、
そ
の
思
想
的
発
展
過
程
に
於
て
、
即
ち
印
度

大
乗
に
於
て
、
ま
ず
般
若

の
空
思
想
が
、
次

で
法
華

の
諸
法
実
相
、
華
・

嚴

の

一
心
法
界
等

の
経
典
が
出
現
し
た
の
ち
、
龍
樹
に
よ
っ
て
形
成
し

た
大
乗
仏
教
思
想
は
、
般
若
思
想
を
も
っ
て
実
相
論
に
、
次

い
で
無
着
・

世
親
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
所
謂
、
頼
耶
思
想
は
龍
樹
系
の
思
想
に
対

し
て
縁
起
的
傾
向
を
も
っ
て
そ
の
特
色
と
す
る
。
こ
こ
に
於
て
如
来
蔵

思
想
は
、
浬
藥
経
、
勝
婁
経
等
の
経
典
に
そ

の
根
檬
を
お
き
な
が
ら
、

し
か
も
頼
耶
思
想
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
成
立
す
る
。

さ
ら
に
頼
耶
思
想
を
如
来
蔵
縁
起
思
想
と
し
て
組
織
づ
け
た
の
は
起

信
論

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
仏
教
思
想
史
の
上

で
、
多
く
の
祖
師
達
に
注

目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
如
来
蔵
思
想
が
中
国
仏
教
に
於
て
問
題
と
な

る
の
は
頼
耶
思
想
と
の
か
か
わ
り
に
於
て
論

じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特

に
法
蔵

は
五
教
判
に
於
て
、
小
乗

・
大
乗
始
教

・
終
教

・
頓
教

・
円
教

を
立
て
る
場
合

こ
の
如
来
蔵
縁
起
思
想
を
も

つ
て
中
観
と
唯
識
の
綜
合

と
し
た
。
所
謂
性
相
融
会
を
そ
こ
に
み
て
い
る
。

即
ち
、
彼
の
代
表
的
な
著
述

で
あ
る
五
教
章
に
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五

起
信
論
中
、
約
頓
教
門
顯
絶
言
眞
如

約
漸
教
門
説
依
言
眞
如

就
依
言
中

お

　

約
始
終
二
教

説
空
不
二
眞
如
也

と
述

べ
、

さ
ら

に

此
眞
如
二
義

同
前
始
教
中
約
法
相
差
別
門
故

但
説

一
分
凝
然
義
也

此

終
教

約
体
相
鎔
融

門
故

説
二
分
無
二
義
ー

若
依
頓
教
即
一
切
法
唯

一
眞
如
心

差
別
相
尽
離
言
絶
慮
不
可
説
也
ー

不
可
説
-

若
依
円
教

　　
　

即
約

性
海
円
明
法
界
縁
起
無
磯
自
在

一
即

一
切

・
一
切
即

一
主
伴
円
融

と
、
法

蔵
は
起
信
論
の
如
来
蔵
縁
起
の
思
想
を
も
つ
て
、
仏
教
教
学
に

新
し
い
視
点
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

し
か

る
に
如
来
蔵
縁
起
の
思
想
は
、印
度

に
於
て
は
勝
髭
経
に
於
て
、

出
発
し
、
さ
ら
に
樗
伽
経
に
於
て
よ
り
発
展
し
、
さ
ら
に
樗
伽
経
の
釈

論
と
い
う
べ
き
起
信
論
に
於
て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
起
信
論
に

い
た
つ
て
、
所
謂
如
来
蔵
縁
起
思
想
が
組
織
体
系
づ
け
ら
れ
た
も
の
と

す
れ
ぼ
、
こ
の
如
来
蔵
縁
起
思
想
を
中
国
の
祖
師
達
は
い
か
に
理
解
し

た
で
あ

ろ
う
か
。

中
国
仏
教
に
於
け
る
、
地
論
の
南
北
二
道

の
相
違
は
、
阿
頼
耶
識
の

解
釈

の
相
違
に
あ
る
。
特
に
南
地
系
の
流
れ
を
く
む
慧
遠
は
、
そ
の
著
、

　ヨ

起
信
論

義
疏
や
、
大
乗
義
章
に
於
て
第
八
識
を
以
て
真
識
心
と
し
、
本

識
を
阿
梨
耶
識
と
な
す
と
い
つ
て
第
九
真
浄
の
識
を
立
て
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
慧
遠
の
書
か
れ
た
著
述
の
前
後
を
注
意
し
て
解
読
す
る
な
ら
ぼ
、

本
来
八
識
を
説
き

「如
来
蔵
に
よ
つ
て
第
八
識
な
り
」
と

い
っ
て
、
第

八
識
を
真
識
と
す
る
。
し
か
し
、
第
八
識
に
於
て
か
た
ら
れ
る
、
い
わ

ば
依
他
起

の
立
場
を
真
識
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
如
来
蔵
を

意
味
す
る
識
と
し
て
用
い
ら
れ
、
清
浄
識
の
意
味
に
於
て
談
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
於
て
第
八
識
を
真
妄
和
合
識
と
言

い
、
第
九
識
が
心
真
如

門

の
撮

で
あ
り
、
第
八
識
以
下
は
心
生
滅

の
撮
生
と
し
て
み
て
い
る
。

従

つ
て
真
如
門
を
識
と
名
付
け
る
の
は
不
相
応
で
あ
り
、
生
滅
門
に
於

て
の
み
識
…と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
慧
遠

の
如
来
蔵

の
立
場
は
あ

く
ま
で
如
来
蔵
を
識
と
理
解
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。

心
生
滅
者

依
如
来
蔵
故
有
生
滅
心
所
謂
不
生
不
滅
與
生
滅
和
合
非

一
非
異
名
爲
阿
梨
耶
識
此
識
有
二
種
義
能
撮

一
切
法
生

一
切
法

云
何

　ま

爲
二

一
者
覚
義
二
不
覚
義

こ
の
起
信
論
に
い
う
如
来
蔵
に
つ
い
て
慧
遠

の
解
釈
は
、
法
蔵
の
如

来
蔵
の
立
場
と
基
本
的
に
相
違
す
る
と
こ
ろ
で
、
慧
遠
の
識
説
的
理
解

は
、
法
蔵
に
あ
つ
て
は
、
真
如
縁
起
と
し
て
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
起

信
論

の

本
覚
義
者

対
始
覚
義
説

以
始
覚
者
即
同
本
覚
始
覚
義
者

依
本
覚
故
有

(
14

)

有
不
覚
依
不
覚
故
有
始
覚

と
、

こ
れ
に
対
し
て
法
蔵
は
義
記
に

以
至
心
源
時
始
覚
即
同
本
覚
無
二
相
故
-
ー
此
心
体
随
無
明
縁
動
作
妄
念

而
以
本
覚
内
薫
習
力
故
漸
有
微
覚
厭
求

乃
至
究
寛
還
同
本
覚
故
云
依
本
覚

　ま

有
不
覚
依
不
覚
有
始
覚
也

と
、
法
蔵

は
本
覚
、
始
覚
は
真
如
随
縁
に
よ

る
と
い
う
。
然

る
起
信
論
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六

は

こ

の
文

の
前

に
、

所
言
覚
義
者
謂
心
体
離
念
離
念
相
者
等
虚
空
界
無
所
不
遍
法
界

一
相
即
是
如

　め
　

来
等
法
身
未
依
此
法
身
説
名
本
覚
何
以
故
本
覚
義
者
対
始
覚
義

と
、

こ
の
本
覚
に
就

い
て
義
記
は

　
レ
　

言
智
浄
相
者
明
本
覚
随
染
還
浄
之
相
不
思
議
業
相
者
昨
還
浄
本
覚
業
用
相

と
、
即

ち
性
浄
本
覚
に
対
す
れ
ぼ
智
浄
相
は
、
随
染
本
覚

で
あ
り
、
不

思
議
業

相
は
智
浄
相
の
業
用
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
真
如
の

不
変
と
随
縁
に
つ
い
て
、

隠
時
態
出
生
如
来
名
如
来
蔵
顕
時
爲
萬
徳
依
止
名
法
身

衆
生
眞
心
即
諸

　　

仏
体
更
無
差
別

と
、
真

如
に
不
変
と
随
縁
を
心
真
如
門
、
心
生
滅
門
に
説
明
を
与
え
、

体
に
差
別
の
な
い
こ
と
を
説
き
、
さ
ら
に
両
者

の
関
係

は
、
法
蔵
が
し

ぼ
し
ぼ

用
い
て
る

「不
染
而
」
「染
而
不
染
」
と
い
う
勝
髭
経

の
文
意

　の
　

を
引

い
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
法
蔵
教
学
に
於
て
真
如
の
不
変
、
随

縁
の
二
義
を
立

て
る
こ
と
は
、
心
の
生
滅
不
生
滅

の
二
門
が
明
ら
か
と

な
り
、
如
来
蔵
が
不
染
而
染
、
染
而
不
染
と
の
二
義
に
よ
つ
て
染
浄
二

門
が
明
ら
か
と
な
る
。
か
か
る
立
場
が
有

・
空
に
関
し
て
所
謂
不
異
有

之
空
不

異
空
之
有
と
い
う
二
義
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
常
、
無
常
に
つ
い
て
不
異
常
之
無
常
、
不
異
無
常
之
常
と
い
う

二
義

の
根
本
的
意
味
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
く
の
如
く
真
如
如
来

蔵
を
動
的
に
理
解
し
て
、
さ
ら
に
真
如
の
不
変
、
随
縁

の
二
義
を
明
確

に
自
ら

の
思
想
的
立
場
と
し
て
体
系
づ
け
た
の
は
法
蔵

で
あ
る
。
ま
た

真
如
随
縁
、
如
来
蔵
随
縁
を
も
つ
て
、
か
か
る
立
場
か
ら
生
き
た
仏
教

的
把
握
を
な
し
た
の
も
法
蔵

で
あ
り
、
そ
こ
に
法
蔵

の
華
嚴
思
想
の
成

立
の
根
擦
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
華
嚴
教
学
と
華
嚴
観

華
嚴
に
於
て
、
実
践
の
体
系
は
観
と
行
と

に
よ
つ
て
組
織
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
観
を
直
観
と

い
う
な
ら
ば
、
行
は
行
爲
で
あ
る
が
、
か
か
る

直
観
が
つ
ね
に
行
爲
と
し
て
現
れ
た
行
爲
が
ま
た
直
観
を
深
め
て
ゆ
う

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
包
括
し
て
仏
教
的
体
験
と
い
い
、
そ
こ

に
於
て
、
体
験
は
仏
教
的
行
爲
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
仏
陀

の
正
覚
が
三
昧
に
於
け
る
縁
起
観
と
し
て
説
か
れ
る
の
も
、
そ
の
縁
起

の
順
逆
観
が
観

の
内
容
と
な
り
、
同
時
に
順
逆
そ
の
も
の
が
縁
起
を
行

ず
る
縁
起
観
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
か
か
る
縁
起
観
が

三
昧
に
於
て
成
立
す
る
と
こ
ろ
に
、
奢
摩
他
と
毘
婆
舎
那
、
即
ち
止
と

　べ
　

観
が
成
立
す
る
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
が
華
嚴

に
於
て
は
法
を
観
想
す
る

実
践
の
体
系
は

「教
即
観
」
と
し
て
、
教
を
離
れ
て
観
は
な
く
、
観
と

別
に
教
を
立
て
な
い
。
所
謂
、
華
嚴
教
学
の
特
色
は
、
そ
の
思
想
の
背

後
に
深
い
実
践
の
体
系
と
結
合
し
て
、
教
観
想
即
に
於
て
か
た
ら
れ
て

い
る
。
即
ち
思
想
が
た
だ
ち
に
生
存
と
、
か
か
わ
り
、
さ
ら
に
よ
り
深

い
意
味
に
於
て
、
知
識
は
体
験
せ
ら
れ
て
は
じ
め
て
真
実

の
知
恵
と
な

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
華
嚴
観
法

の
意
味
が
あ
る
。
従
っ
て
従
来
、
華
嚴

思
想
が
難
解
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
教
理
体
系
の
複
雑
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七

　ぬ
　

さ
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
観
法
の
深
さ
に
問
題
が
あ
る
。

い
ま

こ
こ
に
華
嚴
観
法
と
し
て
、
ま
ず
杜
順
の
法
界
観
、
或
は
法
蔵

の
五
教
止
観
、
遊
心
法
界
観
、
妄
壼
還
源
観
、
十
重
唯
識
観
、
及
び
澄

観
の
三
聖
円
融
観
、
華
嚴
心
要
観
、
五
緬
観
、
十
二
因
縁
観
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
が
観
法
の
書
に
つ
い
て
、
律
蔵
は
次
の
如
く
分
類
し
て

(22
)

い
る
。

即
ち
の
約
教
淺
深
門

口
直
顯
奥
旨
門

日
奇
顯
染
浄
門
に
わ
け
て
、

さ
ら
に
6
約
教
淺
深
門
に
は
五
教
止
観

・
遊
心
法
界
記

・
十
重
唯
識
観

口
直
顯
奥
旨
門
に
法
界

・
妄
蓋
源
観

・
普
賢
観

・
三
聖
円
融
観

・
華

嚴
心
要
観

日
奇
顯
染
浄
門
に
十
二
因
縁
観
を
あ
て
、
こ
の
う
ち
華
嚴

の
観
法
と

し
て
最
も
特
色
的
な
も
の
は
、
直
顯
奥
旨
門
で
あ
り
、
そ
の

中
で
も
性
起
観
に
立

つ
妄
壼
源
観
が
代
表
的
な
華
嚴
観
法
と
さ
れ
て
い

　　

る
。
翻

っ
て
法
蔵
は
遊
心
法
界
記
に
於
て
、
五
教
止
観
の
第

一
法
有
我

無
門
は
小
乗
の
立
場
を
、
法
是
我
非
門
に
あ
て
、
第
二
生
即
無
生
門
は

始
教
と
し

て
人
法
二
空

の
立
場
と
し
て
縁
生
無
性
門
に
、
第
三
事
理
円

融
門
は
心
真
如
門
の
理
、
心
生
滅
門
の
事
の
二
門
が
無
擬
を
観
ず
る
終

教
の
立
場
と
し
て
事
理
混
融
門

・
第
四
語
観
讐
絶
門
は
語
観
と
し
て
言

壼
理
顯
門

・
第
五
に
華
嚴
三
昧
と
し
て
法
界
縁
起

の
実
相
は
、
法
界
無

磯
門
の
五
門
に
対
比
し
て
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
も
し
法
界
観

門
の
三
重
に
対
し
て
み
れ
ば
、第

一
重

の
真
空
観
は
第
四
門
に
あ
た
り
、

第
二
重
理
無
磯
観
は
第
三
門
に
あ
た
る
と
解
せ
ら
れ
、
終
頓
二
教

の
順

序
が
転
換

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
真
空
観
は
こ
こ
で
は
語
観
磯
絶
門
の
頓

教
と
と
も
に
生
即
無
生
門
の
立
場
に
対
比
せ
ら
れ
て
始
終
二
教

の
順
序

と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
真
空
観
の
内
容
は
教
判
的
に
い
え

ぼ
始
教
と
頓
教
と
の
立
場
を
つ
つ
む
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
そ
れ
が
常

に
観
法
と
し
て
理
事
無
擬

の
立
場
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
こ
で
は
空

が
主
体
的
行
爲
と
し
て
理
事
の
対
立
に
於
け
る
無
磯
の
体
験
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
そ
れ
が
、
事
事
無
磯

の
立
場
に
至
っ
て
、
直
観
的
に
如
と
し

て
顯
わ
さ
れ
、
空
か
ら
如

へ
の
観
法
が
事
事
無
擬
と
し
て
の
行
で
あ
る
。

こ
こ
に
五
教
止
観
で
は
教
の
立
場
か
ら
五
重
の
観
門
が
成
立
す
る
。従
っ

て
そ
こ
に
、
観
法
の
淺
深
の
発
達
す
る
段
階
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は

五
教

に
応
じ
て
、
観
門
の
発
達
す
る
過
程
を
段
階
的
に
述
べ
た
も
の
で
、

自
ら
法
界
観
門
の
構
造
と
は
異
な
る
と
、
と
も
に
教
説
が
そ
の
ま
ま
観

行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
華
嚴
経

の
立
場
と
、
以
上
の
如
き
観

門
の
教
に
よ
っ
て
観
が
異
な
る
と
と
も
に
、
観

に
よ
っ
て
教
が
区
別
せ

ら
れ
る
立
場
と
は
、
自
ら
異
な
つ
て
い
た
。
こ
こ
に
於
て
観
に
よ
っ
て

教
が
教
と
な
り
、
教
に
よ
っ
て
観
が
観
と
し
て
成
立
す
る
華
嚴
観
は
観

を
理
に
於
て
み
れ
ば
、
行
は
事
に
即
し
て
あ
る
。
行
を
理
事
無
碍
と
し

て
み
れ
ば
、
三
重
の
理
観
か
ら
理
事
無
擬

の
行

を
通
し
て
事
観
に
入
り
、

事
を
示
す
事
観
に
於

て
は
、そ
れ
は
た
だ
ち
に
事
事
無
擬
の
行

で
あ
る
。

事
事
無
凝
に
於
て
は
観
で
あ
る
と
と
も
に
行

で
あ
る
。
観
か
ら
行

へ
、

理
か
ら
事

へ
、
し
か
も
事
に
お
い
て
観
と
と
も

に
行
を
成
す
る
も
の
が

三
重
の
観
門
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
五
教
止
観
の
立
場
で
は
、
語
観

讐
絶
門
の
理
の
立
場
が
た
だ
ち
に
華
嚴
三
昧
門

の
事
と
し
て
成
立
す
る
。
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八

そ
れ
は
観

か
ら
行

へ
、
理
か
ら
た
だ
ち
に
事

へ
で
あ
る
。
故
に
事
理
の

行
は
、
か
え
つ
て
観
行
を
理
事
と
の
前
段
階
に
於
て
考
え
ら
れ
る
。
五

教
止
観
は
観
に
於
て
、
法
界
観
門
は
行
を
主
と
し
て
理
事
を
み
て
い
る
。

観
を
主
と
し
て
み
る
と
こ
ろ
に
教
と
し
て
の
立
場
を
客
観
的
に
批
判
す

る
意
味
が
あ
る
が
、
行
と
し
て
み
る
立
場
は
、
観
も
ま
た
主
体
的
実
践

の
段
階
に
於
て
体
系
づ
け
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
く
五

教
の
組
織

に
対
し
て
円
教
の
立
場
に
於
て
体
系
づ
け
た
と
こ
ろ
の
も
の

が
、
次
に
述
べ
る
妄
壼
還
源
観
の
観
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
体
と
は
自

性
清
浄
円
明
体

で
あ
り
、
か
か
る
絶
対
の
体

に
対
す
る
用
が
海
印
森
羅

常
住
と
し

て
の
法
界
円
明
自
在
で
あ
る
。
で
は
こ
こ
に
そ
の
妄
壷
還
源

観
と
は
い
か
な
る
観
法
で
あ
ろ
う
か
。

教
義

の
書
と
し
て
の
華
嚴
経
義
悔
百
門
と
と
も
に
観
法
の
書
と
し
て

の
修
華
嚴
奥
旨
妄
蓋
還
源
観
は
、
法
蔵

の
最
晩
年

の
書

で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
が
法
蔵

の
真
撰

で
あ
る
か
否
か
の
問
題
は
別
と
し
て
、

妄
蓋
還
源
観
は
前
述
の
ご
と
き
遊
心
法
界
記
と
と
も
に
、
杜
順

の
法
界

観
門
及
び
五
教
止
観
の
観
法
を
受
け
て
述
べ
ら
れ
た
華
嚴
観
法
の
書

で

あ
る
こ
と

に
相
違
な
い
。

ま
た
、
華
嚴
五
教
章

に
、

(
28

)

今
将
開
釈
如
来
海
印
三
昧
一
乗
教
義

略
作
十
門

と
、

い
ず

れ
も
華
嚴
教
学
の
全
体
的
構
想
が
、
海
印
三
昧
を
も
っ
て
、

一
乗
教
義

の
根
本
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
か
か
る
海
印
三
昧
は
、
さ

か
の
ぼ

っ
て

一
乗
十
玄
門
に
於
て
も
、
す
で
に
華
嚴
教
学

の
上
に
基
礎

づ
け
ら
れ
、
杜
順
、
智
撮
を
継
承
す
る
法
蔵
は
海
印
三
昧
を
も
っ
て
教

学
の
中
心
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
が
妄
鑑
還
源
観
に
海
印
と

は
真
如
の
本
覚
で
あ
り
、

一
切
の
妄
想
の
壼
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
情

澄
な
る
生
命
の
当
体
に
は

一
切
の
万
象
が
映
現
す
る
と
い
う
。
し
か
し

こ
の
場
合
、
海
印
三
昧
は
単
な
る
定
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
定
自

体
、
さ
ら
に
は
定

の
根
底
で
あ
る
定
体
で
、
そ

れ
は
自
性
情
浄
圓
明
体

を
所
存
と
す
る
。
か
か
る
妄
壷
還
源
観
の
海
印

三
昧
の
解
釈
は
、
起
信

論
に
も
と
つ
い
て
な
さ
れ
、
さ
ら
に
海
印
三
昧

を
説
明
す
る
引
用
は
、

す
べ
て
八
十
華
嚴
で
あ
る
こ
と
は
、
法
蔵
の
多
く
の
他
の
書
の
中
で
は

み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　　

次
に
示
三
遍
大
二
一
塵
出
生
無
塵
遍
に
於
て

問

檬
其
所
説
則

一
塵
之
上

理
無
顯

事
無
不
融

文
無
不
繹

義
無
不

通

(中
略
)
具
於

一
塵
之
上

何
者
是
染

之
何
名
浄

何
者
爲
眞

何
者

構
俗

何
者
名
生
死

何
者
名
浬
築

云
何
名
煩
拶

云
何
名
菩
提

云
何

名
小
乗
法

云
何
名
大
乗
法

請
垂
開
決
聞
所
未
聞

　
　

答

大
智
円
名
観
繊
毫

而
周
性
海
真
源
朗
現

威
一
塵
而
耀
全
身

と
、
以
上

の
問
答

の
ご
と
く
妄
壼
還
源
観
の
思
想
的
立
場
は
、

一
塵

の

上
に

一
切
を
観
ず

る
こ
と
が
、
縁
起
の
法
に
謹

入
す
る
こ
と
で
あ
る
と

の
立
場
に
よ
つ
て
み
ら
れ
る
が
、
そ
の

一
塵
が
何
故
に
染
で
あ
り
、
浄

で
あ
り
、
真
で
あ
り
、
俗
で
あ
る
の
か
、
ま
た
生
死
で
あ
り
、
浬
葉
で

あ
り
、
菩
提
で
あ
る
の
か
の
問
題
に
答
え
て
、

こ
の
現
実
の

一
塵
が
如

来
の
全
身
を
輝
か
す
も
の
で
あ
り
、
染
は
空
な
る
も
の
、
無
所
有
な
も
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九

の
で
あ
る
か
ら
、
染
は
そ
の
本
体
か
ら
み
れ
ば
、
真
性
で
あ
り
、
現
実

性
よ
り
見
れ
ば
染
と
な
る
。
所
謂
、
本
来
情
浄
な
る
も
の
が
、
煩
拶
性

の
も
の
と
な
る
の
は
、
妄
心
に
よ
り
も
の
で
あ
る
と
、
そ
の
間
の
深
さ

は
、
答

の
内
容
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

第
三

一
塵
含
容
空
有
遍
に
於

て
、

観
色
即
空
成
大
智
而
不
住
生
死

観
空
即
色
成
大
悲
而
不
住
浬
薬

以
色
空

　　

無
二

悲
智
不
殊

方
爲
眞
実
観
也

と
、
行
と
し
て
の
実
践
的
立
場
に
於
て
、
色
即
空

即
ち
、
煩
悩
よ
り

菩
提

へ
、
因
よ
り
果

へ
の
方
向
と
し
て
大
智
、
逆
に
空
即
色
、
即
ち
、

真
諦
よ
り
俗
諦

へ
、
真
空
よ
り
妙
有

へ
の
展
開
と
し
て
大
悲
、
こ
の
大

智
と
大
悲

は
、
不
二
相
即
の
関
係
の
上
に
な
り
た

っ
て
、
そ
こ
に
真
実

観
の
意
味

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
所
謂
、
如
来

の
心
は
絶
対
の
智
で

あ
り
、
如
来
の
境
は
自
ら
の
身
で
あ
り
、
さ
ら
に
如
来
の
身
は
大
悲
の

　　
　

表
現
で
あ
り
、
大
悲
は
如
来
の
心
で
あ
る
。
さ
ら
に
行
四
徳

・
第
三
柔

和
質
直
撮
生
徳
に
、

謂
大
智
照
真
名
爲
質
直

大
悲
救
物
故
柔
和

又
質
直
者

約
本
性
不
遷

柔
和
者

約
随
流
不
滞
柔
則
伏
則
伏
滅
煩
拶

和
則
順
理
修

行
用
薙
調
和

　
お
　

之
法

以
下
囁
衆
生
也

と
、
大
智

と
大
悲
を
解
し
て
、
大
智
は
質
直
で
あ
り
、
大
悲
は
柔
和
あ

る
。
質
直
と
は
不
変
な
る
を
い
い
、
柔
和
と
は
流
れ
に
従
っ
て
滞
る
こ

と
の
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
ま
起
信
論

の
真
如
随
縁
に
、
大
智
は

妙
有
、
大
悲
を
随
縁

っ
し
て
説
く
、
共
通
の
思
想
的
立
場
を
そ
こ
に
感

ず
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
戒
の
問
題
に
つ
い
て
、
行
四
徳
第
二
、
威
儀

住
持
有
則
徳
に
、

出
家
之
輩
自
有
嚴
科

在
家
之
傳
通
持
五
戒
夫
三
帰
五
戒
者

蓋
是
出
苦
海

　　

之
津
染

趣
浬
築
之
根
根

と
、
出
家
に
は
き
び
し
い
菩
薩
戒
が
求
め
ら
れ
、
在
家
に
は
三
帰
五
戒

を
す
す
め
て
い
る
こ
と
は
梵
網
菩
提
戒

の
精
神
が
そ
こ
に
説
か
れ
て
い

る
。さ

ら
に
、
止
観
門
に
つ
い
て
、

自
下
撮
用
蹄
盤
入
五
止
門
、

五
上
門
者
、
謂
依
前
能
行
四
徳
之
行
、
當
相
即

空
相
壼
心
澄
而
修
止
也
所
信
入
者

性
相
倶
混
盤
周
法
界

入
無
入
相
名
爲

　　
入
也

と
、
止
観
門
に
入
る
と

い
う
は
、
性
相
倶
混
し
、
体
法
界
に
周
ね
き
、

入
る
と
い
っ
て
も
入
相
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
べ
き
自

己
の
顕
現
と
し
て
あ
る
本
来
的
自
己
の
実
現
で
あ
る
。
即
ち

言
五
止
者

一
者
照
法
情
虚
離
縁
止

謂
真
諦
之
法
似
有
即
空

真
俗
情
虚

爾
然
無
寄

能
縁
智
寂
所
縁
境
空
三
者
性
起
繁
興
法
爾
止

謂
依
盤
起
用
名

　あ
　

爲
性
起

と
、
止
観
の
法
と
し
て
真
諦

の
法
は
本
来
空
寂

で
あ
り
、
俗
諦
の
法
は

似
る
有
即
空
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
本
姓
空
寂
た
る

と
こ
ろ
よ
り
、
萬
法
が
随
縁
し
て
起
っ
て
い
る

こ
と
を
性
起
と
名
付
け
、

そ
の
性
起
は
あ
と
ま
で
不
起
の
起
で
あ
り
、
こ
こ
に
妄
壼
還
源
観
の
思

想
的
背
景
と
し
て
性
起
観
を
み
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
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一
〇

玄
通
者

謂
大
智
濁
存
禮
周
法
界
、
大
悲
救
済
物
萬
行
紛
然

悲
智
讐
融
性

(
36

)

相
倶
涙

と
、
性
起
の
立
場
に
於
て
大
智
は
法
界
に
周
ね
く
大
悲
は
萬
物
を
救
う

と
い
う
。
即
ち
如
来

の
心
は
絶
対
の
智
で
あ
り
、
如
来

の
心
は
大
悲
の

表
現
で
あ
り
、
そ
の
大
悲
は
如
来
の
心
よ
り
顕
現
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら

に
止
に
よ
っ
て
、
観
を
起
す
こ
と
が
六
観
で
あ
る
と
、
い
ま
そ
の
前
文

に
問

準
上
義
理

依
之
修
行

是
爲
円
満

云
何
更
要
入
止
観
爾
門
耶

答

起
信
之

若
修
止
者

封
始
凡
夫
住
治
世
間
能
捨
二
乗
法
弱
之
見

若

　ミ

修
観
者

封
治

二
乗
大
悲

と
、
起
信
論
の
修
行
信
心
分
の
、
止
観
門
を
引
用
し
て
、
止
観
修
す
る

の
意
味
を
説
き
、
続

い
て
、

問

止
観
爾
門
既
爲
宗
要

凡
夫
初
學
未
解
安
心
請
示
逆
徒
令
錦
正
路

答

依
起
信
論
云

若
修
止
者

住
於
静
威
端
正
寛

不
依
気
息

不
依
形

　　

色

不
依
於
空

不
依
地
水
火
風

乃
至
不
依
見
聞
覚
知
。

と
、
起
信
論

の
修
行
信
に
分
の
止
観
を
修
す
る
方
便
を
引
用
し
て
、
具

体
的
な
止
観

の
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
、
く
わ
え
て
勧
修
利
益
分

の
意

を
も

つ
て
止
観
を
修
す
る
利
益
に
つ
い
て
説
き
、
さ
ら
に
、

六
起
六
観
者

依
前
五
門
即
観
之
止

而
起
即
止
観

何
以
故

理
事
無
擬(

39
)

法
如
是
故

定
慧
讐
融
離
分
斉
故

一多
相
即
絶
前
後
故
大
用
自
在
無
障
擬
故

と
、
六
観
を
説

い
た
。
寂
静
な
る
境
地
に
万
法
相
関
の
真
相
が
、
如
実

に
顕
現
す
る
由
来
を

言
六
観
者

一
者
撮
境
蹄
真
空
観

謂
三
界
所
有
法
唯
是

一
心
造

心
外
更

　　

一
法
可
得
故

日
錦
心

と
、
三
界
唯
心

の
立
場
か
ら
帰
心
を
問

い
、
更

に

一
法
を
あ
げ
れ
ば
、

主
体
具
足
し
、
重
々
無
蓋

の
華
嚴

の
法
界
に
悟

入
す
る
六
観
は
根
本
的

に
は
、
第

一
撮
境
帰
心
真
実
観

で
あ
り
、
三
界
唯
心
の
立
場
か
ら
具
体

的
に
観
法
を
説
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
で
は
唯
識
の
境
無
識
有

の
思
想
的
立
場
か
ら
、
…識
も
ま
た
空

で
あ
る

こ
と
を
説
き
、
境
が
唯
心

で
あ
る
こ
と
を
論
讃
し
て
い
た
。
か
か
る
観
法
と
し
て
止
観
の
展
開
は
、

華
嚴
経

の
入
法
界
品
に
於

て
説
か
れ
る
。善
財
童
子
の
求
道
を
も
っ
て
、

毘
盧
遮
那
仏

の
大
楼
閣
に
悟
入
す
る
内
容
で
あ
り
、
華
・嚴
経
の
理
念

の

究
極
の
顕
現
を
問

い
六
観
と
し
て
展
開
し
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
法
界

　せ

の
妄
壼
還
源
観
は
、
教
理
即
観
門
と
し
て
の
華
嚴
思
想
の
深
淵
に
立

つ

て
、
そ
こ
か
ら
説
示
さ
れ
た
実
践
の
禮
系
で
あ
る
。

む
す
び

以
上
、
妄
壷
還
源
観

の
観
は

　タ

初
心
正
覚

撮
多
生
於
刹
那

十
信
遊
圓

一
念
該
於
仏
地

と
、
そ
こ
で
は
華
嚴
経
の
初
発
心
時
便
成
正
覚

と
し
て
、
は
じ
め
て
た

て
ら
れ
た
志
は
、
そ
の
ま
ま
す
で
に
悟
の
世
界

で
あ
る
と
い
う
経
謹
を

も
つ
て
し
パ
そ
れ
は
、
心

№
仏

・
衆
生
是
三
無
差
別
の
思
想
を
前
提
と

し
て
い
る
。
即
ち
華
嚴
の
観
門
に
入
る
時
、
そ

の
ま
ま
全
法
界
が
収
ま

り
、
そ
こ
で
は
前
後
始
終
は
な
く
、
佛
果
の
立
場
か
ら

一
念
に
佛
地
を

582



華
嚴
教
学
の
思
想
的
系
譜

(石

橋
)

=

成
ず
る
三
味
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
妄
壷
還
源
観
の
観
法
と

は
、
法
界
縁
起
に
於
け
る
唯
心
の
立
場
か
ら
、
改
遍
し
た
も
の
で
、
換

言
す
れ
ぼ
、
杜
順
の
法
界
観
門
を
継
承
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
八
十
華
嚴

の
理
事
門
に
よ
つ
て
、
性
起
、
如
来
蔵
の
思
想
的
立
場
か
ら
展
開
し
て
、

組
織
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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